
【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
】

『
太
陽
生
命
Ｕ
９
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０

２
５　

第
13
回
全
日
本
小
学
生
低
学
年
選

抜
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
』（
３
月
22
日

〜
23
日
：
愛
媛
県
松
山
市
）

小
坂　

智
哉
さ
ん
（
大
竹
小
４
年
）

　
「
高
学
年
に
な
っ
て
も
全
国
大
会
に
出

場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」。

利
用
期
間

　
７
月
22
日
㈫
〜
８
月
30
日
㈯

（
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
14
日
㈭
、
15
日
㈮
、

16
日
㈯
を
除
く
）

対　

象

　
市
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童

と
こ
ろ

　

ひ
か
り
児
童
ク
ラ
ブ
（
大
竹
小
学
校
敷

地
内
）、
み
ど
り
児
童
ク
ラ
ブ
（
小
方
学

園
敷
地
内
）、
あ
す
な
ろ
児
童
ク
ラ
ブ
（
玖

波
小
学
校
敷
地
内
）

申
し
込
み　

６
月
11
日
㈬
ま
で
に
、
生
涯

学
習
課
、
総
務
学
事
課
、
福
祉
課
、
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
設
置
し
て
あ
る
利
用

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に

必
要
書
類（
在
職
証
明
書
な
ど
）を
添
え
て
、

直
接
生
涯
学
習
課（
総
合
市
民
会
館
内
）へ
。

※
６
月
12
日
㈭
以
降
に
申
し
込
み
を
し
た

場
合
は
、
申
請
を
受
け
付
け
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
の
提
出
が
遅

れ
る
場
合
は
事
前
に
生
涯
学
習
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
の
決
定

　
書
類
審
査
で
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
低
学
年
と
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
高
学
年
の
児
童
を
最
優

先
に
し
、
緊
急
度
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る

児
童
か
ら
受
け
入
れ
ま
す
。

※
個
別
面
談
に
よ
り
入
会
の
可
否
を
決
定

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
ボ
ク
シ
ン
グ
】

『
令
和
６
年
度
第
4
回
全
日
本
Ｕ
Ｊ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
』（
３
月
25

日
〜
29
日
：
大
阪
府
泉
大
津
市
）

小
谷　

健
斗
さ
ん
（
大
竹
中
３
年
・
２
位

入
賞
）

大
溝　

太
尊
さ
ん
（
大
竹
中
３
年
・
３
位

入
賞
）

小
谷
さ
ん
「
次
は
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
」。

大
溝
さ
ん
「
も
っ
と
頑
張
る
の
で
応
援
を

し
て
欲
し
い
で
す
」。

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

『
第
56
回
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
全
国
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』（
３
月
28
日
〜
31

日
：
東
京
都
渋
谷
区
）

吉
國　

真
桜
さ
ん
（
小
方
中
１
年
）

「
全
国
の
舞
台
に
立
て
て
良
か
っ
た
。
多

く
の
方
に
支
え
て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て
い

ま
す
」。

【
剣　

道
】

『
第
34
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
』

（
３
月
26
日
〜
28
日
：
愛
知
県
春
日
井
市
）

佐
多　

翔
さ
ん
（
広
島
新
庄
高
校
２
年
）

佐
多
さ
ん
「
全
国
大
会
に
出
ら
れ
た
こ
と

は
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
後
輩

に
同
じ
景
色
を
見
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
」。

小
西
教
育
長
「
次
の
目
標
に
対
し
て
力
強

い
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。
大
竹
市
を
背

負
っ
て
ま
た
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
」。

　３月に行われた各種スポーツの全国大会に出場した市内小・中学生、
市出身の高校生に、小西啓二教育長から奨励金が贈られました。教育長
から小・中学生には「努力してきた結果が全国大会なので、自信に思っ
て欲しい。今後は、地元の方からも注目されるので、学校での生活も頑張っ
て欲しい」と健闘をたたえるとともに、激励の言葉を送りました。

全国大会出場の児童・生徒に
市スポーツ・文化振興奨励金を贈呈

問い合わせ　総務学事課　☎59-2184

放課後児童クラブ

夏 休 み
期間のみの利用者を募集

問い合わせ
　生涯学習課　☎28-5680

佐多  翔さん（左）

左から小坂智哉さん、吉國真桜さん、小西教育長、
小谷健斗さん、大溝太尊さん。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
環
境
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
小

瀬
川
干
潟
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

干
潟
に
は
、
エ
ビ
、
カ
ニ
、
貝
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
採
取
し
観
察
す
る
こ
と
で
、
海

や
川
の
き
れ
い
さ
、
干
潟
の
役
割
な
ど
自

然
環
境
の
大
切
さ
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　
８
月
23
日
㈯　
14
時
〜
17
時

（
小
雨
決
行
）

※
悪
天
候
で
屋
外
で
の
活
動
が
難
し
い
場

合
は
、
事
前
に
採
取
し
た
生
き
も
の
を
用

い
て
屋
内
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
災
害

の
危
険
性
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
中
止

し
ま
す
。

と
こ
ろ　

集
合
：
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
東
栄
３
丁
目
）、
小
瀬
川
河
口

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方
と
そ
の
家
族
（
小
学
校
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　
40
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　

６
月
９
日
㈪
９
時
か
ら
30
日
㈪
17
時
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の

電
子
申
請
で
環
境
整
備
課
へ
。

無
料
送
迎
バ
ス
運
行
（
申
し
込
み
必
要
）

停
車
場
所　

玖
波
支
所
、
市
役
所
本
庁
、

総
合
市
民
会
館
、
大
竹
支
所
、
栄
公
民
館

定　

員　
28
人
（
申
込
順
）

※
車
で
の
来
場
は
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

夏休み期間中に、市内在住の小学生を対象とした「らん
らんカレッジサマースクール2025」を開催します。市
内の企業・団体などの協力で、さまざまな体験講座の開
催を予定しています。
詳細は、６月中旬以降に、市内小学校全児童へ案内チラ
シを配布します。そのほか、総合市民会館、アゼリアお
おたけ、栄公民館、玖波公民館、おがたピアにあります。

夏休みの体験講座らんらんカレッジ
サマースクール

2025

体験型環境学習
小瀬川干潟観察会

見て・知って・感じて
問い合わせ　環境整備課　☎59-2154

申し込み用電子申請は
こちらから。

水辺の安全教室

たのしい人形劇

プリザーブドフラワーの
デコレーションケーキ

昨年のサマースクール

初めてのボルダリング 水族館inKUBA作ってみようおいしいお菓子

問い合わせ
　地域学校協働本部
　（総合体育館内）
　☎53-5800
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